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つくばみらい広
報
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●主な内容
　・新年のごあいさつ

　・税源移譲　　など

★開発が進む「みらい平駅」周辺。日々その表情を変える…
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か

ら
市
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
新
生
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
が

誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
き
ま
し
て
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
で
荒
川
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
、
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
で
王
ジ
ャ
パ
ン
が
初

代
王
者
に
輝
く
な
ど
、
多
く
の
国
民

に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
天
皇
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

秋
篠
宮
家
に
悠
仁
親
王
が
ご
誕
生
に

な
る
な
ど
、
明
る
く
喜
ば
し
い
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
各
地
で
は
豪
雨
災
害

な
ど
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
と
防
災
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
5
月
の
市
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
初
代
市
長

に
就
任
し
8
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
新
市
建
設
計
画
の

将
来
像
で
あ
り
ま
す
、「
活
力
に
満
ち

た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
防
災
行
政
無

線
統
合
整
備
事
業
、（
仮
称
）
豊
体
丁

字
路
道
路
整
備
事
業
、
都
市
計
画
道

路
（
東
楢
戸
台
線
）
整
備
事
業
、
板

橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
、
電
子
自
治
体
構
築
事
業
な
ど
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の

一
元
化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
想
定

さ
れ
る
な
か
で
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
地
域
の
発
展
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
一
層
の
向
上
を
図
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ

て
平
成
19
年
が
す
ば
ら
し
い
飛
躍
の

年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
新
年
に
あ
た
り
、
市

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
市

議
会
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
新
生
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
し

て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
は
お
互
い
長

い
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
き
た
伊
奈
町
と
谷
和
原
村

の
合
併
が
あ
り
、
市
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
合
併
２
年
目
と
い
う
こ
と

で
、
心
を
新
た
に
し
て
す
べ
て
の
こ

と
に
対
し
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
社
会

情
勢
は
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
な
ど
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
地
方
分
権
に
よ
る
国
、

県
か
ら
の
権
限
委
譲
や
補
助
金
、
地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
、
本
市
に
お

い
て
も
特
に
財
政
面
を
は
じ
め
と
し

て
、
克
服
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
な
か
、
行
政
需
要
は

そ
の
量
・
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多

様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、

皆
さ
ん
の
声
を
的
確
に
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

て
も
、「
活
力
に
満
ち
た　

う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
実
現
に
向

け
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重

ね
、
市
民
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え

る
よ
う
、
議
員
一
同
よ
り
一
層
の
努

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

今年もよろしくお願いします。

新年のごあいさつ

18年11月　　 12月　　19年１月　　 ２月　　　 ３月　　 　４月　　　 ５月　　　 ６月　　　 ７月
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あなたの所得税と住民税

が変わります
　県や市町村の財源を増やすことで、より身近な行政サービスが行えるようにするため、国の所得税を減らし、代わりに県
や市町村の住民税を増やす「税源移譲」が、平成19年から行われます。

何が変わる？

　税率が変わります。
　　住民税は、３段階から
　一律10％になります。

税 源
移 譲

13％10％
５％

一律10％
（県民税４％、市町村民税６％）

注意すべきポイントは？

　①税源移譲の前後で、税負担は基本的には変わりません。
　　所得税が減る分だけ、住民税が増えます。

➡
※所得税は、４段階から６段階になります。

　②所得税の減額と住民税の増額の時期にはズレがあります。
　　例えば、サラリーマンの方の場合、平成19年１月から所得税が減り、平成19年６月から住民税が増えます。

（税源移譲前）

給与収入 所得税 住民税 合　計

300万円 ０円 9,000円 9,000円

500万円 119,000円 76,000円 195,000円

700万円 263,000円 196,000円 459,000円

（税源移譲後）

所得税 住民税 合　計

０円 9,000円 9,000円

59,500円 135,500円 195,000円

165,500円 293,500円 459,000円

〈夫婦＋子ども２人の場合の１年間の税額（例）〉　

負担増減

０円

０円

０円

➡ ＝

なお、定率減税の廃止や個人の収入の増減など、別の要因により実際の負担額は変わります。
　詳細は、県のホームページをご覧ください。

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/soumu/zeimu/zeigennijou/index.html

18年11月　　 12月　　19年１月　　 ２月　　　 ３月　　 　４月　　　 ５月　　　 ６月　　　 ７月

所得税

住民税

〈サラリーマンの方の税額の変化（イメージ）〉

※年金受給者は平成19年２月、事業所得者は平成20年３月の確定申告から、所得税が減ります。
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所得税の確定申告・
住民税（市県民税）の申告について

　所得税の確定申告および住民税（市県民税）の申告受け付けは、伊奈庁舎２階第２会議室および谷和原庁舎２階大会議室
において下表の日程で行います。必ず申告されますようご協力をお願いします。なお、土・日曜日は閉庁日ですが、2月18日、
25日の日曜日に限り、申告の受け付けを行います。所得税の申告をした方は、住民税（市県民税）の申告をしたものとみな
されますので、申告の必要はありませんが、住民税（市県民税）については、無収入などでも被扶養者以外の方は申告が必
要です。
　また、給与所得の方で、年末調整の済んでいない方や、年金所得の方で、配偶者控除や扶養控除およびその他の控除を受
けられる方は、申告してください。
　詳しくは伊奈庁舎税務課までお問い合わせください。

谷和原庁舎２階大会議室（午前９時～午後３時） 伊奈庁舎２階第２会議室（午前９時～午後３時）
対　　象　　地　　域 期　日 対　　象　　地　　域

福岡 ２月16日㈮ 福原、上島、中島、下島１・２、戸茂、戸崎、山王新田１・７期
小絹地区、谷原地区 ２月18日㈰ 板橋地区、豊地区、東地区
台 ２月19日㈪ 伊丹、根柄、神住新田、山王新田第１・２、山王新田８期
南、中原、仁左衛門新田、坂野新田 ２月20日㈫ 城中、東栗山、足高、東栗山住宅
上長沼、下長沼、十和 ２月21日㈬ 門前、内町、古宿、西山、勘兵衛新田１・２・３区
田村、押砂、真木、箕輪 ２月22日㈭ 高岡、上板橋、勘兵衛新田４・５・６区
日川、北袋、樛木 ２月23日㈮ 狸穴、神生、南谷津、花田久保、上街道、松並
十和地区、福岡地区 ２月25日㈰ 谷井田地区、三島地区、小張地区

細代、杉下、寺畑 ２月26日㈪ 野堀、大和田、鎌田、塙、久保、東板橋、新山住宅、平和台、大日前
小絹 ２月27日㈫ 五反田、関場、伊奈東３期、勘兵衛新田５・６期、松葉台
西ノ台、西ノ台南 ２月28日㈬ 秋葉山住宅、狸穴団地、狸穴みどり、ひまわり台
絹の台１・３丁目 ３月１日㈭ 新戸、新町、市野深、芦戸、親和、愛宕住宅
絹の台２・４・５・６・７丁目 ３月２日㈮ 奉社・下谷口、谷口、愛宕、上中宿、小島新田西
追分、古箸、下馬木 ３月５日㈪ 高波、下宿（小張）、小島新田東、高波住宅、出山住宅
内宿、馬場、平沼 ３月６日㈫ 福田、下宿（豊）、横町、宿、中宿、上宿、青木住宅１・２

古川、成瀬、宮戸 ３月７日㈬ 青古新田、青木、長渡呂、長渡呂新田、狸渕、弥柳１・２中谷原住宅、長渡呂新田住宅、豊中央、下宿脇住宅

鬼長、川崎 ３月８日㈭ 上谷井田、下谷井田、外記新田住宅、谷井田北12・13区谷井田南５区、第１・２・３結城ハイツ、第５グリーンコーポ

西丸山、上小目、下小目 ３月９日㈮ 外記新田、下平柳、谷井田２・４期、谷井田北２・３区谷井田北10・11区
東楢戸、西楢戸、加藤 ３月12日㈪ 中平柳、上平柳、谷井田北７・９区、谷井田南６・７区
陽光台、紫峰ヶ丘、富士見ヶ丘 ３月13日㈫ 山谷、谷井田北４・５・６区、谷井田南１・２・３・４区
※３月14日㈬、15日㈭は予備日となっています。

　譲渡取得（土地・建物・株式・先物取引・ゴルフ会員権などの売買）のある方、青色申告の方は土浦税務署で申告
をお願いします。
　申告窓口は混雑が予想されますので、なるべく日程表のとおりお越しくさだるようにご協力をお願いします。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111
　内線1136、1137
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◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111
　内線1136、1137

★☆年金受給者のための申告☆★
　平成18年中の収入が公的年金だけの方の申告は、下表の日程で受け付けしますのでご利用ください。

谷和原庁舎２階大会議室（午前９時～午後３時） 伊奈庁舎２階第２会議室（午前９時～午後３時）
対　　象　　地　　域 期　日 対　　象　　地　　域

小絹地区 ２月13日㈫ 谷井田地区、豊地区
十和地区、福岡地区 ２月14日㈬ 小張地区、三島地区

谷原地区、みらい平地区 ２月15日㈭ 板橋地区、東地区

　確定申告の作成は便利なホームページで！

　国税庁のホームページを利用すると、「所得税の確定申告書作成コーナー」で作成した申告書をプリントアウトし、
そのまま税務署に提出できます。このコーナーを利用すれば、申告書用紙の交付を受けるため税務署などに出向かずに、
自宅で都合のいい時間に申告書を作成することができます。
　また、税務署や市役所で長時間待つこともなく、郵送で提出できますので、ぜひご利用ください。

◎所得税の確定申告書作成コーナー
　http://www.nta.go.jp/category/kakutei/kakutei.htm

◆申告書の送付先
　〒300-8601　土浦市城北町4-15　土浦税務署　　☎ 029 - 822 - 3516（個人課税部門）

★ホームページをご利用ください
　確定申告に関する各種情報を納税者の方に提供するため、ホームページを開設しています。

　便利なe-Tax（国税電子申告・納税システム）もご利用ください。

　申告の際、必要なもの
●印鑑（☆必ずお持ちください。）
●申告される方の預貯金口座番号（還付金の受取先）のわかるもの
●給与などの所得者は、源泉徴収票
●配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の収入がわかるもの
　（源泉徴収票または賃金明細書など）
●営業などは、収支決算書およびこれに関する帳簿など
●外交員などは、源泉徴収票
●配当、不動産所得のあるときは、それに関する書類
●公共事業などにより譲渡があった場合は、「公共事業用資産の買い取りなどの証明書」
●出稼ぎ、パートの収入がある方は、源泉徴収票や賃金明細書（申告書裏面「給与所得」欄）
●国民健康保険税、年金、介護保険料、農業者年金などの掛金の各領収書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
●医療費がある場合は、領収書（事前に合計額を計算しておいてください。）
●生命保険などの支払証明書（保険証書ではありません。）
●農業所得があるときは、完成した「収支内訳書」または「各月別の収支の状況」など

国税庁　http://www.nta.go.jp/
関東信越国税局　http://www.kantoshinetsu.nta.go.jp/

税務署からのお知らせ
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つくばみらい市農業委員会委員一般選挙
投 票 日：３月４日㈰【告示日：２月25日㈰】
投票時間：午前７時～午後８時

　

農
業
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
第
8
条
の
規
定
に
よ
る
在
任
特
例
を
適
用
し
、
平
成
19
年
３
月
26
日
ま

で
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
そ
の
在
任
期
間
の
満
了

に
伴
い
行
わ
れ
る
も
の
で
、
選
挙
す
べ
き
定
数
は
14
人
で
す
。

■
投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
し
、
平
成
18
年
３
月
31
日

確
定
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

○
20
歳（
平
成
18
年
3
月
31
日
現
在
）

　

以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

　

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
と
、
そ
の

　

同
居
の
親
族
な
ど
（
耕
作
従
事
日

　

数
が
年
間
60
日
以
上
と
農
業
委
員

　

会
が
認
め
た
方
）

○
公
職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当

　

し
な
い
方

■
投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以

後
み
な
さ
ん
の
お
宅
へ
郵
送
い
た
し

ま
す
。（
な
お
、
無
投
票
の
場
合
は
、

郵
送
し
ま
せ
ん
。）

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
を
持
参

し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票

　

身
体
の
故
障
や
字
が
書
け
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に
自
署
で

き
な
い
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
秘
密

を
厳
守
し
投
票
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

■
郵
便
投
票
制
度

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
自
宅
か
ら

郵
便
で
投
票
で
き
る
郵
便
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ
】

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時
＝
２
月
５
日
㈪　

午
前
10
時
〜

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館　

○
立
候
補
届
出
事
前
審
査

▼
日
時
＝
２
月
15
日
㈭　

午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
ま
で

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

○
立
候
補
届
出
日
（
告
示
日
）

▼
日
時
＝
2
月
25
日
㈰　

午
前
8
時

　

30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

■
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
っ
て
投

票
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日
前

投
票
制
度
と
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

　

投
票
日
に
、
仕
事
・
旅
行
な
ど
の

予
定
が
あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
26
日
㈪
〜
３
月
３
日

　

㈯　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

ま
で

▼
場
所

・
伊
奈
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
谷
和
原
庁
舎
１
階
相
談
室

※
投
票
す
る
際
は
、
投
票
所
入
場
券

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

　

市
外
に
滞
在
・
旅
行
中
の
方
は
、

滞
在
・
旅
行
先
の
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
は
滞
在
先
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
病
院
・
施
設
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈投票所所在地一覧〉
投票区名 投票所の名称 該当地区
小　張 小張小学校 小張全地区
豊 豊小学校 豊全地区

谷井田
第　１

谷井田小学校 谷井田地区
（上谷井田、下谷井田、外記新田、山谷）

谷井田
第　２

茨城南部農業共済組合 谷井田地区
（上平柳、中平柳、下平柳）

三　島 三島小学校 三島全地区
東 東小学校 東全地区

板橋第１ 板橋小学校
板橋地区

門前、内町、古宿、西山、高岡、狸穴、
五反田、関場、伊奈東

板橋第２ わかくさ幼稚園 板橋地区
（野堀、大和田、神生、鎌田、塙、久保）

小　絹 小絹コミュニティセンター 小絹全地区
谷　原 谷和原保健福祉センター 谷原全地区
十　和 谷和原公民館十和分館 十和全地区
福　岡 谷和原公民館福岡分館 福岡全地区

（　　　　　　　　　　　　  ）

３月４日㈰は、つくばみらい市農業委員会委員一般選挙の投票日です。

◆問い合わせ先
　市選挙管理委員会（伊奈庁舎総務課内）
　☎ 58 - 2111 (内線1215)
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平成19年度

児童クラブ入級児募集

◆申込先
　小絹児童クラブ、谷原小学校児童クラブ、
　谷井田小学校児童クラブ、板橋小学校児童クラブ、
　豊小学校児童クラブ、伊奈庁舎児童福祉課

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎児童福祉課　☎ 58 - 2111 (内線1160)

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
な
ど
に
お
い
て
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

（
留
守
家
庭
）
の
児
童
を
対
象
に
、遊
び
を
中
心
と
し
た
保
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
来
年
度
の
小
学
校

１
〜
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
両
親
が
自
宅
外
勤
務
の
た
め
、
留

　

守
家
庭
に
な
る
方

②
両
親
が
自
宅
外
勤
務
の
た
め
、
保

　

護
者
（
祖
父
母
な
ど
）
の
適
切
な

　

保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
方

■
設
置
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

・
小
絹
児
童
ク
ラ
ブ
（
ふ
れ
あ
い
セ

　

ン
タ
ー
）　
　
　
　

＝
60
人
程
度

・
谷
原
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
谷
原

　

小
学
校
）　
　
　
　

＝
25
人
程
度

・
谷
井
田
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
谷

　

井
田
小
学
校
）　
　

＝
30
人
程
度

・
板
橋
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
板
橋

　

小
学
校
）　
　
　
　

＝
60
人
程
度

・
豊
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
豊
小
学

　

校
）　
　
　
　
　
　

＝
30
人
程
度

■
入
級
決
定

　

３
月
中
旬
ま
で
に
通
知

■
開
級
日

　

毎
週
月
〜
土
曜
日

■
実
施
時
間

・
平
日
＝
放
課
後
〜
午
後
６
時

　
（
※
延
長
午
後
７
時
ま
で
）

・
学
校
休
業
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
６
時

　
（
※
延
長
午
後
７
時
ま
で
）

■
閉
級
日

①
国
民
の
祝
日

②
夏
期
休
業
日（
８
月
13
日
〜
16
日
）

③
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

　

日
）

④
所
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
日

■
負
担
金

・
保
護
者
負
担
金
＝
月
額
4
千
円

・
お
や
つ
代
な
ど

　

伊
奈
地
区
＝
月
額
２
千
５
０
０
円

　

谷
和
原
地
区
＝
月
額
３
千
円

■
申
込
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
２
月
16
日
㈮

■
申
込
方
法

　

各
申
込
先
お
よ
び
各
市
立
幼
稚

園
・
保
育
所
に
備
え
付
け
の
「
児
童

ク
ラ
ブ
入
級
申
請
書
」（
勤
務
証
明

書
添
付
必
要
）
を
提
出

■
そ
の
他

　

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
み

の
入
級
希
望
の
場
合
は
、 

申
請
書
の

「
入
級
を
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
の
名
称
」

欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
級
さ
れ

　

て
い
る
場
合
で
も
、
引
き
続
き
平

　

成
19
年
度
の
入
級
を
希
望
さ
れ
る

　

場
合
は
、
改
め
て
入
級
申
込
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　

子
ど
も
の
人
権

●
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

　

気
づ
い
た
ら

　

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務

局
に
設
置
さ
れ
た
人
権
相
談
所

や
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
で
は
、
子
ど

も
か
ら
だ
け
で
な
く
大
人
か
ら

も
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
子
ど

も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら
、

近
く
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
か
な
か
実
態
が
つ
か
み
に

く
い
子
ど
も
の
人
権
問
題
。
子

ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
早
め
に
気
づ

く
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
と
会
話
を
交
わ
す
な
ど
、

不
安
な
く
話
の
で
き
る
関
係
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
（
水
戸
地
方
法
務
局
内
）

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
５
５
０
０
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映
画
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
交
流

お
よ
び
地
域
文
化
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
映
画
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」、「
カ
ー
ズ
」
を
上
映
す
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
家
族
ご
一
緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

▼
期
日
＝
２
月
10
日
㈯

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方

※ 

各
回
３
５
０
席
。
超
過
の
場
合
、

立
ち
見
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら

　

い
市
民
会
議
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

　

文
化
協
会

▼
会
場
・
上
映
予
定
映
画
・
時
間

★
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
ホ
ー
ル

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
神
生
５
３
０

○
午
前
の
部

「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」

　

開
場　

午
前
９
時
30
分

　

上
映　

午
前
10
時
00
分
〜

○
午
後
の
部

「
カ
ー
ズ
」

　

開
場　

午
後
１
時
00
分

　

上
映　

午
後
１
時
30
分
〜

★
谷
和
原
公
民
館　

大
会
議
室

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
古
川
１
０
２
５

○
午
前
の
部

「
カ
ー
ズ
」

　

開
場　

午
前
９
時
30
分

　

上
映　

午
前
10
時
00
分

○
午
後
の
部

「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」

　

開
場　

午
後
１
時
00
分

　

上
映　

午
後
１
時
30
分
〜

◆問い合わせ先
　青少年育成つくばみらい市民会議事務局・
　つくばみらい市文化協会事務局
　（谷和原庁舎生涯学習課内）
　☎ 58 - 2111（内線8212）

　その町が地図から消える
とき、クルマたちは消えて
しまう。
　ピストン・カップの若き

天才レーサー、ライトニン

グ・マックィーン。

　レーサーとして絶大な人

気を誇っているものの、信

頼できる友達はひとりもい

なかった…

　ある日、彼はルート66

号線沿いの小さな田舎町、

”ラジエーター・スプリン

グス”に迷い込んでしまう。

　そこで待ち受けていたの

は、オンボロ・レッカー車

のメーターをはじめ、今ま

で見たこともない不思議なクルマたち。

　しかし、平和に見えるこの町には、誰にも知らない秘密があった。

－なんとそこは、地図から消えた町。

　このままでは、町に暮らすクルマたちも消えてしまう。

　いま、マックィーンは彼らのために、ひとり立ち上がる！

　原作は、芥川賞作家　小

川洋子の大ベストセラー「博

士の愛した数式」。本屋さん

が選ぶ第一回本屋大賞、第

55回読売文学賞を受賞。

　数式という一見小難しく

思われる美しく温かな愛が、

人間の清明さと人を愛する

ことの尊さを綴ります。

　10年前にあった交通事故

で、天才数学者の「博士」

は記憶がたった80分しかも

たない。何をしゃべってい

いのか混乱した時、言葉の

代わりに数字を持ち出す。それが他人と話すために博士が編み出した

方法だった。相手を慈しみ、無償で尽くし、敬いの心を忘れず、常に

数字のそばから離れようとしなかった。

　その博士のもとで働くことになった家政婦の杏子と、幼い頃から母

親と２人で生きてきた10歳の息子、博士は息子をルート（√）と呼んだ。

博士が教えてくれた数式の美しさ、キラキラ輝く世界。二人は、純粋

に数学を愛する博士に魅せられ、次第に数式の中に秘められた、美し

い言葉の意味を知る。

期日：２月10日㈯
会場：きらくやま世代ふれあいの館、谷和原公民館

「映画まつり」「映画まつり」
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血
液
の
一
般
検
査
の
う
ち
、
赤
血
球
数
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
、
ヘ
マ
ト
ク

リ
ッ
ト
の
３
つ
は
、
貧
血
と
そ
の
逆
の
多
血
症
な
ど
の
が
わ
か
る
指
数
で

す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
赤
血
球
の
色
素
の
量
を
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
は
血
液

中
に
占
め
る
赤
血
球
の
容
積
の
割
合
を
表
し
ま
す
。

貧
血
の
症
状
と
そ
の
原
因

　

貧
血
は
、
血
液
中
の
赤
血
球
に
含

ま
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
絶
対
量
が

減
り
、
か
ら
だ
が
酸
素
不
足
に
な
る

病
気
で
す
。
貧
血
の
症
状
に
は
顔
色

が
悪
い
、
つ
め
が
白
い
・
ス
プ
ー
ン

状
に
反
り
返
る
、
息
切
れ
や
動ど
う

悸き

が

す
る
、
め
ま
い
や
頭
痛
が
す
る
、
全

身
の
だ
る
さ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ひ

ど
く
な
る
と
、
舌
が
し
み
る
、
物
が

飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
の
症
状
も
現

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
女
性
で
は
、
貧
血
の

９
割
以
上
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
体
内
の
鉄
不

足
に
よ
っ
て
起
こ
る
貧
血
で
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
の
量
や
割
合
が
減
り
、
赤

血
球
自
体
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。
原

因
は
出
血
や
月
経
、
妊
娠
・
授
乳
、

鉄
の
足
り
な
い
食
事
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

②
鉄
の
吸
収
を
高
め
る
た
ん
ぱ
く
質
、

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム

　

非
ヘ
ム
鉄
を
と
る
と
き
に
は
、
動

物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
と
組
み
合
わ
せ

る
と
吸
収
が
高
ま
り
ま
す
。
レ
バ
ー

な
ど
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
野
菜

や
レ
モ
ン
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
鉄
の
利
用
率
を
下
げ

る
リ
ン
の
影
響
を
抑
え
、
鉄
の
吸
収

を
助
け
ま
す
。

③
造
血
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
も
葉
酸
も
Ｂ
群
で

す
。
レ
バ
ー
、
卵
黄
、
全
粒
粉
（
麦

の
す
べ
て
を
使
っ
て
つ
く
っ
た
小
麦

粉
）、
ナ
ッ
ツ
類
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

ま
す
。

貧血検査で健康状態をチェック

健康診断で生活習慣を見直そう！

見
直
そ
う
、
生
活
習
慣

鉄
欠
乏
性
貧
血
の
予
防
・
改
善

に
は
食
生
活
の
見
直
し
を
！

①
鉄
分
は
ヘ
ム
鉄
と
非
ヘ
ム
鉄
の
両 

　

方
を

　

肉
や
魚
な
ど
の
動
物
性
食
品
に
多

く
含
ま
れ
る
鉄
を
ヘ
ム
鉄
、
植
物
性

食
品
に
多
く
含
ま
れ
る
も
の
を
非
ヘ

ム
鉄
と
い
い
ま
す
。

　

動
物
性
の
ヘ
ム
鉄
の
ほ
う
は
吸
収

性
は
良
い
の
で
す
が
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
植
物
性
の
非
ヘ
ム
鉄

と
組
み
合
わ
せ
て
両
方
と
り
ま
し
ょ

う
。鉄を多く含む食品

鉄の種類 食　品　名
１ 食 の
分量（ｇ）

鉄の含有
量（mg）

ヘ ム 鉄 豚レバー

豚ヒレ肉

鶏レバー

かつお（フレーク缶）

かき

牛レバー

あさり

たまご

60

60

60

60

70

60

30

50

7.8

7.2

5.4

4.8

2.5

2.4

2.1

0.9
非ヘム鉄 ひじき（乾）

ほうれんそう

こまつな

80

50

50

4.4

1.9

1.5
※摂取基準量は１日に男性10mg、女性12mgです。
　ただし、貧血の人はもっと多くとることを心がけま　
　しょう。

赤血球数
男性…410万～ 550万個／μℓ

女性…380万～ 480万個／μℓ

ヘモグロビン
男性…13.5 ～ 16.5ｇ／㎗

女性…11.5 ～ 14.5ｇ／㎗

●基準値（検査機関によって多少の差があります。）

ヘマトクリット
男性…40～ 50％

女性…35～ 42％
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― 

茨
城
県
の
あ
る
家
庭
の
居
間
で 

―

（
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
）「（
ピ
ン
ポ
ー
ン
。）
×
×
で
地
震
が
発
生
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
○
○
県
、
△
△
県
で
大
き
な
揺
れ
の
お
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
が
あ
り
ま
す
。」

（
お
と
う
さ
ん
）　　
　
「
え
っ
…
」

（
お
ね
え
さ
ん
）　　
　
「
こ
れ
か
ら
揺
れ
る
か
ら
、
上
か
ら
物
が
落
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
机
の
下
に
隠
れ
て
。」

　
　
　

※
ま
も
な
く　

ガ
タ
ガ
タ
（
震
度
４
程
度
の
揺
れ
）

（
ぼ
く
）　　
　
　
　
　
「
今
の
地
震
の
揺
れ
は
大
き
か
っ
た
ね
。
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
は
な
さ
そ
う
だ
。
よ
か
っ
た
…
。」

　

こ
の
よ
う
な
会
話
が
で
き
る
日
が

近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
可

能
に
す
る
の
が
、
気
象
庁
が
中
心
に

本
運
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

『
緊
急
地
震
速
報
』
と
い
う
新
し
い

種
類
の
地
震
情
報
で
す
。

　
『
緊
急
地
震
速
報
』
は
、
震
源
に

近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、
た

だ
ち
に
震
源
が
ど
こ
か
、
地
震
の
大

き
さ
を
表
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
各

地
で
予
想
さ
れ
る
震
度
な
ど
を
推
定

し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
指
す

情
報
で
す
。
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、

大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
前
に
防
災
行

動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
に
よ

る
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
は
、

情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺
れ
が

始
ま
る
ま
で
の
時
間
が
、
長
い
場
合

⑴
緊
急
地
震
速
報
は
、
広
く
国
民
へ

　

提
供
す
べ
き
情
報
で
は
あ
り
ま
す

　

が
、
現
時
点
で
は
一
般
へ
の
情
報

　

に
対
す
る
十
分
な
周
知
理
解
が
な

　

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
集
客

　

施
設
な
ど
で
は
、
情
報
が
伝
わ
る

　

と
多
数
の
方
が
出
口
に
殺
到
し
て
、 

　

将
棋
倒
し
に
な
る
と
い
っ
た
混
乱

　

や
損
害
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
考
え

　

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緊
急
地

　

震
速
報
の
特
徴
や
限
界
、
利
用
方

　

法
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
周
知
・

　

広
報
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民

　

が
緊
急
地
震
速
報
を
正
し
く
理
解

　

し
、
混
乱
な
く
有
効
に
活
用
で
き

　

る
よ
う
な
環
境
を
早
急
に
整
備
し

　

ま
す
。

⑵
一
方
、
列
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

　

制
御
、
工
場
や
工
事
現
場
な
ど
の

　

危
険
箇
所
か
ら
の
従
業
員
の
避
難

　

な
ど
、
限
定
さ
れ
た
場
合
に
情
報

　

を
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
前

　

の
教
育
・
訓
練
を
十
分
に
行
う
こ

　

と
に
よ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
も

　

混
乱
な
く
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の

　

た
め
、
こ
の
よ
う
な
利
用
分
野
に

　

つ
い
て
は
、
広
く
国
民
一
般
へ
の

　

情
報
提
供
を
始
め
る
の
に
先
立
っ

　

て
、
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
18
年

8
月
1
日
か
ら
は
、
現
時
点
に
お
い

て
も
緊
急
地
震
速
報
を
混
乱
な
く
利

用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行
的
な
情
報

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
業
者
に
お
け
る
実
際
の
利
用

が
開
始
さ
れ
る
と
、
大
規
模
な
地
震

に
際
し
て
、列
車
の
減
速
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
閉
じ
込
め
の
防
止
、
高
所
作

業
者
の
揺
れ
へ
の
準
備
な
ど
が
可
能

と
な
り
、地
震
に
よ
る
災
害
の
防
止
・

軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
庁
で
は
、
今
後
関
係

機
関
と
協
力
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
で
放
送
し
て
い
た
だ
く
際
の

具
体
的
な
表
現
や
、
住
民
の
皆
様
が

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
と
き
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
と

い
う
「
心
得
」
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
十
分
な
周
知
・
広
報
を
行
っ
た
上

で
、平
成
19
年
中
の
実
施
を
目
標
に
、

広
く
一
般
へ
の
情
報
提
供
を
開
始
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

で
も
数
十
秒
程
度
あ
り
ま
す
。
震

源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
情
報
の
提

供
が
大
き
な
揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
震
源
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
、
震
度
な
ど
の
推
定
の

精
度
が
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
ま
れ
に
ノ
イ
ズ
（
雷
や
事

故
な
ど
）
に
よ
り
誤
報
が
発
信
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
技
術
的
な

限
界
も
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
試
験
的

な
情
報
提
供
を
通
し
て
、
緊
急
地
震

速
報
の
利
活
用
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
地
震

速
報
を
広
く
一
般
に
提
供
す
る
場
合

の
課
題
の
整
理
と
解
決
方
策
に
つ
い

て
、
有
識
者
や
防
災
関
係
者
な
ど
の

ご
意
見
を
伺
い
、
次
の
方
針
で
実
用

化
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆問い合わせ先
　水戸地方気象台防災業務課
　☎ 029 - 224 - 1106
　気象庁ホームページ
　http://www.jma.go.jp

詳細については…

緊急地震速報とは
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新春たこあげ大会参加者募集のお知らせ新春たこあげ大会参加者募集のお知らせ新春たこあげ大会参加者募集のお知らせ
●日時　平成19年１月28日㈰
　　　　午前10時30分～午後１時30分
　　　　　　※雨天などの場合は、平成19年２月４日㈰に延期

●会場　市総合運動公園（多目的広場）

●参加資格　どなたでも参加自由（「たこ」は自作・市販は問いませんが、
　　　　　　審査の対象となるのは、自作の「たこ」だけです。）

☆参加者全員に参加賞をプレゼント！☆
　各部門でたくさんの賞を用意しています。各賞の対象は自作「たこ」
のみです。
　また、当日会場では、豚汁の無料サービスおよび「日本の凧

たこ

の会」の
みなさんによる「たこあげデモンストレーション」が行われます。特に
今年は合併後初めての大会でもありますので、多くの方々の参加をお待
ちしています。

◆問い合わせ先
　市谷和原庁舎商工観光課
　☎ 58 - 2111（内線8141、8142）

ガス事故を防ぐための注意事項 ～ガスをご利用の皆様へ～
　ガスによる死亡事故の大半は、ガス機器から発生した排気に含まれている一酸化炭素によるものです。一酸化炭
素は毒性が強く、わずかな量でも死に至ることがありますが、日ごろからの注意により、事故を防ぐこともでき
ます。

●ガス機器をご使用の際は、「換気扇をまわす」「窓を開ける」など、換気に気をつけましょう。
　ガスが燃えるには、外からの空気が必要です。
　換気をしない場合、一酸化炭素中毒により死に至る可能性があります。
　換気不足により、最近10年間で、死亡事故を含む64件の事故が発生しています。

●煙突（排気筒）のついたガス機器をご使用の場合、煙突が外れることにより、死亡事故に至る可能 
　性があります。
　一酸化炭素を含んだ排気が漏れて、中毒により死に至る可能性があります。
　煙突の外れなどにより、最近10年間で、死亡事故を含む26件の事故が発生しています。
　煙突が外れていないかなど、日ごろからご自身で確認しましょう。
　　・外れていないか
　　・穴が空いていないか
　　・グラグラ動かないか
　　・鳥の巣や落ち葉などで詰まっていないか
　　・強風や大雪の後で、外れ、壊れがないか

●屋外設置式のガス機器であれば、一酸化炭素中毒による死亡事故を予防することができます。
　　屋外設置式のガス機器や安全機能（不完全燃焼防止機能）が付いているガス機器であれば、一酸化炭素中毒による死亡
　事故を予防することができますので、取り換えをおすすめします。
　　詳しくは、メーカーまたはご利用のガス会社・ＬＰガス販売店までお問い合わせください。また、ガス警報器を設置す
　ると事故防止により効果的です。

経済産業省原子力安全・保安院
http://www.meti.go.jp/
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茨
城
県
ふ
る
さ
と
美
術
展

第31回県南学童ジュニア野球大会

第
48
回
茨
城
県
統
計
大
会
で
表
彰

●期日　平成18年11月12日、18日
●結果　準優勝　豊ナインズ

　☆豊ナインズは、同大会で「ベースランニング競技」

　　においても、第２位の成績を収めました。

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

第
48
回
茨
城
県
統
計
大
会
で
表
彰

　

平
成
18
年
12
月
５
日
、
第
48
回
茨
城
県
統
計
大
会
が
開
催
さ
れ
、

長
年
に
渡
り
統
計
調
査
に
ご
活
躍
さ
れ
た
調
査
員
に
対
す
る
統
計
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
員
は
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
統
計
事
業
に

従
事
し
、
市
内
全
域
で
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
統
計

調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】

　

古ふ
る

谷や　

道み
ち

男お

、
大お
お

久く

保ぼ

光み
つ

雄お

、
木き

村む
ら　

勝か
つ

利と
し

【
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
】

　

中な
か

村む
ら　

紀の
り

子こ

、
中な
か

村む
ら　

安や
す

宏ひ
ろ

【
総
務
大
臣
表
彰
】

　

●
労
働
力
調
査　

中な
か

村む
ら　

紀の
り

子こ

　

●
家
計
調
査　

齊さ
い

藤と
う　

裕ひ
ろ

子こ

　

●
国
勢
調
査　

橋は
し

本も
と　

薫
か
お
る

、
岡お
か

田だ　

修
し
ゅ
う
い
ち一

、
久く

下げ　

力
つ
と
む

【
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部
長
感
謝
状
】

　

塚つ
か

本も
と　

桓か
ん

一い
ち

、
中な
か

村む
ら　

一か
ず

雄お

、
中な
か

島じ
ま　

浩こ
う

一い
ち

　

茨
城
県
ふ
る
さ
と
美
術
展
は
、
農
山
漁

村
に
居
住
す
る
人
々
が
、
余
暇
を
活
用
し

て
創
作
し
た
芸
術
作
品
を
広
く
一
般
に
紹

介
し
、
農
林
漁
業
お
よ
び
農
山
漁
村
へ
の

理
解
と
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
人
々
の

交
流
を
深
め
、
連
帯
意
識
を
は
ぐ
く
む
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
へ
の
原

動
力
と
な
る
よ
う
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
日
本
画
80
点
、
洋
画
１
０
８

点
、
写
真
１
２
０
点
な
ど
、
計
４
７
１
点

の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か

か
ら
、
岡お
か　

政ま
さ

さ
ん
（
谷
井
田
）
が
出
展

し
た
日
本
画
「
好
日
」
が
茨
城
県
議
会
議

長
賞
に
入
賞
さ
れ
、
平
成
18
年
12
月
14
日

に
、
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
展
示

室
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
の
な
か
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

第31回県南学童ジュニア野球大会

茨
城
県
ふ
る
さ
と
美
術
展
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第１回
　つくばみらい市長杯
　　　　　　　剣道大会

柔
道
大
会
結
果

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

■第１回常総地区防犯少年柔道大会
●期日　平成18年11月23日
●結果　小学５年生男子の部　準優勝　佐

さ

藤
とう

　祥
しょうへい

平
　　　　　　　　　　　　　　第３位　野

の

村
むら

　卓
たく

矢
や

　　　　幼年の部　　　　　　敢闘賞　林
はやしだ

田　　崚
りょう

　　　　小学１年生の部　　　敢闘賞　八
や

巻
まき

　俊
とし

則
のり

第１回
　つくばみらい市長杯
　　　　　　　剣道大会

部門 防具未装着 小学生低学年 小学生高学年 中学生女子 中学生男子 高校生女子 高校生男子

優　勝 大
おお

藤
とう

ひろみ
小絹少年剣道部

鈴
すず

木
き

　啓
けい

介
すけ

伊奈剣友会
海
うみ

野
の

　孝
たか

朗
あき

伊奈剣友会
中
なか

村
むら

　彩
あや

乃
の

小絹中
関
せき

口
ぐち

　　嶺
れい

茗渓中
関
せき

川
かわ

友
ゆ

紀
き

恵
え

伊奈高
小
こいずみ

泉　直
なお

人
と

つくば工科高

準優勝 渡
わたなべ

邊　裕
ゆう

輝
き

小絹少年剣道部
北
きたいずみ

泉　健
けん

太
た

伊奈剣友会
前
まえ

島
しま

　神
かん

奈
な

伊奈剣友会
小
こ

菅
すげ

　美
み

和
わ

小絹中
岡
おか

田
だ

　直
なお

城
き

伊奈東中
田
た

中
なか

　麻
ま

未
み

伊奈高
野
の

田
だ

　明
あき

司
じ

水海道一高

第３位

田
た

辺
なべ

　柊
しゅうじ

治
小絹少年剣道部

中
なか

島
じま

　理
り

央
お

伊奈剣友会
八
や

幡
わた

　瑠
る

菜
な

伊奈剣友会
大
おお

久
く

保
ぼ

綾
あや

美
み

伊奈中
関
せき

川
かわ

　　大
だい

伊奈東中
岡
おか

田
だ

　梨
り

奈
な

藤代高
北
きた

川
がわ

　拓
たく

実
み

並木高

小
こ

室
むろ

ゆずき
福岡少年剣道部

栗
くりばやし

林　将
まさ

希
き

伊奈剣友会
福
ふく

戸
と

　彗
けい

太
た

小絹少年剣道部
加
か

茂
も

こずえ
茗渓中

北
きたいずみ

泉　順
じゅんや

也
伊奈東中

岡
おか

田
だ

みゆき
伊奈高

川
かわ

上
かみ

　達
たつ

也
や

伊奈高

敢闘賞 大
おお

岩
いわ

　諒
りょうま

馬
伊奈剣友会

和
わ

田
だ

　真
まさ

人
と

小絹少年剣道部
岡
おか

田
だ

　良
りょうた

太
伊奈剣友会

大
おお

山
やま

　美
み

咲
さき

伊奈東中
吉
よし

田
だ

　　誠
まこと

小絹中
－ －

■第28回牛久市柔道大会
●期日　平成18年11月26日
●結果　小学１年生の部　　　準優勝　佐

さ

藤
とう

　瑠
りゅうせい

晟
　　　　小学４年生の部　　　第３位　藤

ふじ

岡
おか

野
の

々
の

花
か

　　　　小学５年生男子の部　第３位　佐
さ

藤
とう

　祥
しょうへい

平

●期日　平成18年12月10日
●場所　青少年研修道場

柔
道
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

（敬称略）
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新たに18人（集団）が認定農業者に

善
意
の
寄
付
金

　平成18年12月21日、きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館におい
て、「第１回つくばみらい市農業経営改善計画認定書交付式」が行われま
した。農林水産省が進める「認定農業者制度」に従い、自ら経営改善に
取り組むやる気と能力のある農業者や農業法人が、「農業経営のスペシャ
リスト」を目指す計画である「農業経営改善計画」を作成し、その計画
が市町村に認定されることによって認定農業者となります。認定農業者
になると、国や市町村から各種支援措置を受けることができます。
　今回は18人（集団）が認定農業者として認定され、これで市内の認定
農業者は、合計77人（集団）となりました。
　また、式では二

に

瓶
へい

　長
たけ

庸
つね

氏（つくば地域農業改良普及センター次長兼
普及企画課長）による講演「認定農業者に望むもの」が行われました。

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

　

平
成
18
年
12
月
19
日
、
伊
奈
東
中
学
校
吹
奏

楽
部
か
ら
寄
付
金
（
11
万
2
千
７
４
６
円
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
で
す
。
吹
奏
楽

部
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
何
か
社

会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
有

効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
４
日
に
行
わ
れ
た
伊
奈
商
工
会

主
催
に
よ
る
「
商
工
祭
」
で
は
、ワ
ー
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
江
戸
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会
の
売
上

金
（
9
万
8
千
１
０
０
円
）
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善
意
の
寄
付
金

新たに18人（集団）が認定農業者に

今回認定されたみなさん
（順不同、敬称略）

井
い

土
づち

　正
まさ

義
よし

（弥柳）
和
いずみ

泉　忠
ただ

言
のぶ

（足高）
沼
ぬま

尻
じり

　太
た

一
いち

（大和田）
飯
いい

沼
ぬま

榮
えい

次
じ

郎
ろう

（山谷）
野
の

田
だ

　正
まさ

男
お

（下平柳）
染
そめ

谷
や

　　滿
みつる

（山谷）
直
なお

井
い

　良
りょういち

一（弥柳）
飯
いい

田
だ

　耕
こう

蔵
ぞう

（市野深）
中
なか

村
むら

　繁
しげ

夫
お

（豊体）
前
まえ

野
の

　忠
ただ

男
お

（小張）
農事組合法人　筑

つく

波
ば

みらい（山王新田）
中
なか

山
やま

　和
かず

彦
ひこ

（南太田）
青
あお

木
き

　　伸
のぼる

（北袋）
片
かた

岡
おか

　嘉
よし

子
こ

（大和田）
飯
いい

泉
ずみ

　　明
あきら

（台）
㈲真

ま

木
ぎ

みらいファーム（真木）
河
かわ

口
ぐち

　　勇
いさむ

（川崎）
椎
しい

名
な

　　守
まもる

（上島）
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臨時休館のお知らせ

図書館休館日
　２月５日㈪、11日㈰、
　　　12日㈪、13日㈫、
　　　19日㈪、26日㈪、
　　　28日㈬

おはなし会
　２月24日㈯
　午前11時～
　幼児～小学校低学年

読み聞かせ会（虹の会）
　２月10日㈯
　午後２時～
　小学生まで

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

読
む　

聴
く　

調
べ
る

情
報
図
書
館

シリーズ・新図書館活用達人講座８
☆★毎日のくらしに役立つ、無料タウン情報があります★☆
　図書館では入り口付近に「ＴＸ沿線＆つくばみらい市行政情報コーナー」があり
ます。みらい平駅時刻表をはじめとする沿線の情報やイベントのお知らせ、市の各
課からの大切なお知らせなどがおいてあります。関連の本や雑誌も展示貸出をして
います。また、永年保存もしています。
　またさまざまなタウン情報のフリーペーパーが用意されています。ご自由にお持
ちいただき、日々の生活にご活用ください。
　

臨時休館のお知らせ
　図書館システムの入替作業に伴い、臨
時に休館いたします。
　さまざまなデータ（蔵書・個人データ
など）の移行管理や、機器の搬出・搬入・
動作確認などを行うためです。
　大変ご不便をおかけしますが、ご理解
をいただきたくお願い申し上げます。

図書館で手に入るフリーペーパー（無料）一覧
ＴＸ沿線情報
・『シティオペラ』
・『サワワ』
・『沿線リビング』
・『ライライ』
タウン情報
・『クータ』
・『オートガイド』
・『住宅情報』

求人情報
・『タウンワーク』
・『アルゾ』
・『クリエイト』
・『週刊ＤＪ仕事発見』

臨時休館日　１月30日㈫

図書館システム
入替作業のため

　フリーペーパーには、お得なクーポン
やおいしいお店紹介など、お役立ち情報
が盛りだくさん！！
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保健だより ◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

健
康
増
進
課
か
ら
の

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

■子宮がん・乳がん医療機関検診のお知らせ
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行していますが、平成18年度は平成19年２月28日㈬で終了
となります。

●発行期間　平成19年２月28日㈬まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
●有効期間　発行日より平成19年２月28日㈬まで
●申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　※登録医療機関については、健康増進課へお問い合わせください。

＜検診内容＞

子宮がん検診年齢区分　※1 検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診

20歳以上 頸
けい

部細胞診 600円 1,200円

乳がん検診年齢区分　　※1 　　　　　   検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診

20歳～ 39歳の方 超音波 600円 1,200円

40歳～ 49歳の方 超音波＋マンモグラフィ（２方向）　※２ 1,200円
（超音波のみは600円）

2,400円
（超音波のみは1,200円）50歳～ 56歳の方 超音波＋マンモグラフィ（１方向）　※２

57歳以上の方 　　　　マンモグラフィ（１方向）　※２ 600円 1,200円

※１　年齢は、平成19年３月31日時点での年齢となります。
※２　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）は、被ばく量を考慮し２年に１回の検診となります。

■献血のお知らせ
　皆様のご協力をお願いします。

○期日＝2月23日㈮ 〈午前の部〉
　・時間＝午前10時～正午

　・場所＝茨城みなみ農協本所

〈午後の部〉
　・時間＝午後１時30分～３時30分

　・場所＝よろずや谷井田店

乳
幼
児
予
防
接
種
・
乳
児

医
療
機
関
委
託
健
診
の

協
力
医
療
機
関
が
追
加
に

な
り
ま
し
た
！

　

１
月
９
日
㈫
か
ら
次
の
医
療

機
関
が
予
防
接
種
・
乳
児
医
療

機
関
委
託
健
診
の
協
力
医
療
機

関
に
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

み
ら
い
平
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
紫
峰
ヶ
丘
１
丁
目
６
７
２
街

　

区
10
画
地
）

☎
47
‐
２
２
５
５

※
必
ず
事
前
に
電
話
な
ど
で
ご

　

予
約
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

（
第
２
期
）は
お
す
み
で
す
か

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

第
２
期
は
、
小
学
校
入
学
前

に
接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
の
方
は
、
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
平
成
12
月
4
月
2
日

　

〜
平
成
13
年
4
月
1
日
出
生

　

者
①
1
回
目
の
接
種
と
し
て
、
従

　

来
か
ら
使
用
し
て
い
る
麻
し

　

ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
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■骨粗しょう症検診のお知らせ
　「骨粗しょう症」は、長年の生活習慣などにより骨がスカスカになって弱くなる病気で、生活習慣病のひとつです。最
初は何の症状もありませんが、そのうち腰や背中が痛くなったり、曲がったりしてきます。ひどくなると骨折を起こし、
寝たきりの原因にもなります。
　骨は18歳ごろをピークにして、年を重ねるごとにゆっくり減少していきます。骨量の減少が目立ってくるのは50歳ご
ろからですが、ダイエット・運動不足・薬の影響などで骨粗しょう症となる若い方も少なくありません。
　市では、ご自身の骨量を知っていただき、日常生活の中で骨粗しょう症を予防していただくため、「骨粗しょう症検診」
と「骨粗しょう症予防教室」を開催します。

●対象者　市内に住む18歳以上の方
●日　程

実　施　日 会　場 受  付  期  間 申込期間・申込方法

平成19年２月21日㈬ 伊奈保健センター
午前９時30分～ 11時 ●申込期間

　平成19年２月５日㈪～ 16日㈮
●申込方法
　申込受付専用電話　☎ 2

にっこり

5  - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

または、谷和原保健福祉センター・伊奈保健セン
ター窓口
（申込受付時間：土・日を除く午前９時～午後５時）

午後１時30分～３時

２月28日㈬
谷和原保健福祉センター 午前９時30分～ 11時

小絹コミュニティセンター 午後１時30分～３時

※定員になり次第締め切らせていただきます。
●検診内容　かかとの骨に超音波をあて、骨量を測定します。
●負 担 額　500円

■ノロウイルス（小型球形ウイルス）食中毒がはやっています！
　今冬は昨年よりも早い時期にノロウイルスの発生数が増加しており、死亡者も出ています。ノロウイルスは汚染された
手や調理器具などを介してうつりますので、手洗いや調理器具の洗浄などに日ごろから気をつけることが大切です。また、
下
げ

痢
り

やおう吐などの症状が出たときは、家族や他の人への感染を予防するためにも、早めに病院で受診しましょう。
　最近では全く胃腸炎症状を呈しない人のふん便からウイルスが検出され、無症状でもウイルスを排せつしていることが
明らかにされている例が報告されています。これらのような食中毒を防ぐため、次のことに注意してください。

　●手はこまめに洗う
　　調理の前には、石けんなどで十分に手を洗いましょう。

　●調理器具をわける、きちんと洗浄する
　　魚介類を扱った調理器具と生のまま食べる野菜などでは調理器具をわけ、加熱前と加熱後でも器具をわけましょう。

　●十分に加熱する 
　　食品を加熱する際には、食品の中央まで火が通るように十分に加熱しましょう。

　●フキンは十分に消毒する
　　手ふきや食器ふきに利用したフキンは、洗剤で洗うだけでなく熱湯や漂白剤で消毒し、十分に乾燥させましょう。

　●体調を崩している場合は調理に従事しない 
　　下痢をしているときは、調理に従事しないようにしましょう。

　

風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を

　

共
に
接
種
さ
れ
た
方

②
一
方
の
ワ
ク
チ
ン
の
み
接
種

　

さ
れ
た
方

③
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　

を
ど
ち
ら
も
受
け
て
い
な
い

　

方
▼
期
間
＝
３
月
31
日
ま
で

※
麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
予
防

　

接
種
第
2
期
予
診
票
を
お
持

　

ち
で
な
い
方
は
、
健
康
増
進

　

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
わ
び
と
訂
正

　

先
月
の
広
報
つ
く
ば
み
ら
い

（
平
成
18
年
12
月
号
）の
34
ペ
ー

ジ
、「
平
成
19
年
1
月
保
健
カ
レ

ン
ダ
ー
」
に
お
い
て
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

深
く
お
わ
び
し
、
あ
わ
せ
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
28
日
㈰
の
「
未
受
診
者

健
診
」（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
は
誤
り
で
あ
り
、
正

し
い
日
程
は
、
１
月
31
日
㈬
で

す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
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申
問

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

問
申 つ

く
ば
み
ら
い
市
臨
時
・

嘱
託
職
員
募
集

　

市
で
は
、
次
の
職
種
の
臨
時
職
員

お
よ
び
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間
＝
１
月
19
日
㈮
〜
31
日

　

㈬　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

◎
臨
時
職
員

■
市
民
窓
口
課

▼
募
集
職
種
＝
事
務
職
員

▼
勤
務
内
容
＝
窓
口
受
付
事
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
31
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
59
年
４
月
１
日
出
生
者

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
１
０
）

■
図
書
館

▼
募
集
職
種
＝
司
書
補
助
員
（
有
資

　

格
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
司
書
補
助
（
図
書
の

　

貸
出
、
返
却
、
配
架
、
読
書
相
談

　

な
ど
）

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

市税の納付は便利で確実な「口座振替」がおすすめです　～詳しくは税務課または指定金融機関へ～

　

後
６
時
15
分

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
27
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
58
年
４
月
１
日
出
生
者

※
土
・
日
曜
日
勤
務
可
能
な
方

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
19
年
11
月
30
日

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

市
立
図
書
館

☎
58
‐
3
７
１
０

■
水
道
課

▼
募
集
職
種
＝
事
務
補
助

▼
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
50
年
４
月
１
日
出
生
者

　
（
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方
）

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

水
道
課

☎
58
‐
2
１
１
１（
内
線
９
１
７
０
）

◎
嘱
託
職
員

■
保
育
所

▼
募
集
職
種

①
保
育
士
（
資
格
取
得
者
ま
た
は
資

　

格
取
得
見
込
者
）

②
調
理
員
補
助

▼
勤
務
内
容

①
児
童
の
保
育

②
調
理
補
助
お
よ
び
清
掃
業
務

申
問

申
問

▼
募
集
人
員

①
３
人

②
１
人

▼
勤
務
時
間

①
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

　
（
う
ち
７
時
間
勤
務
）

※
時
間
外
勤
務
あ
り

②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
（
う

　

ち
４
時
間
勤
務
）

▼
受
験
資
格

①
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年

　

４
月
１
日
出
生
者

②
昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年

　

４
月
１
日
出
生
者

▼
雇
用
期
間
＝
①
、
②
と
も
平
成
19

　

年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31

　

日　

※
更
新
可

▼
時
給
＝
①
、②
と
も
８
９
０
円（
通

　

勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
2
１
１
１（
内
線
１
１
６
２
）

■
児
童
ク
ラ
ブ

▼
募
集
職
種
＝
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

指
導
員

▼
勤
務
内
容
＝
留
守
家
庭
の
小
学
校

　

低
学
年
生
を
対
象
と
し
た
遊
び
を

　

中
心
と
し
た
保
育
活
動

▼
募
集
人
員
＝
3
人

▼
勤
務
日
＝
毎
週
月
〜
土
曜
日
（
祝

　

日
・
年
末
年
始
・
夏
期
休
業
日
〈
８

　

月
13
日
〜
８
月
16
日
〉
を
除
く
）

▼
勤
務
時
間

・
平
日
＝
放
課
後
〜
午
後
７
時
ご
ろ

・
学
校
が
休
業
と
な
る
日
＝
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
７
時
ご
ろ

※
交
代
勤
務

▼
勤
務
場
所
＝
谷
井
田
小
学
校
、
板

　

橋
小
学
校
お
よ
び
豊
小
学
校
の
各

　

児
童
ク
ラ
ブ

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
出
生
者

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

※
更
新
可

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
2
１
１
１（
内
線
１
１
６
０
）

■
健
康
増
進
課

▼
募
集
職
種

①
保
健
師
（
有
資
格
者
）

②
保
健
師
お
よ
び
看
護
師
（
有
資
格

　

者
）

③
歯
科
衛
生
士
（
有
資
格
者
）

④
視
能
訓
練
士
（
有
資
格
者
）

▼
勤
務
内
容

①
、
②
、
③
母
子
保
健
事
業
補
助

④
目
の
健
康
相
談
事
業
補
助

▼
募
集
人
員

①
１
人

②
、
③
若
干
名

④
1
人

▼
勤
務
日

①
週
３
日
程
度

②
、
③
月
１
回
程
度

④
年
3
回
程
度

▼
勤
務
時
間
＝
①
〜
④
と
も
各
事
業

　

区
分
に
よ
る

▼
受
験
資
格
＝
①
〜
④
と
も
満
55
歳

申
問
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申
問

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

申
問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

問
申

平
成
19
年
度
食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
業
務
内
容
＝
意
見
・
要
望
な
ど
の

　

報
告
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
研

　

修
会
な
ど
へ
の
参
加

▼
募
集
人
員
＝
県
内
で
23
人

※
選
考
結
果
は
、
本
人
に
通
知
し
ま

　

す
。

▼
任
期
＝
依
頼
日
〜
平
成
20
年
3
月

　

31
日

▼
応
募
資
格

①
20
歳
以
上
の
方

②
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

　

は
職
員
以
外

③
他
の
食
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
予
定
の

　

な
い
方

④
平
成
18
年
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

　

で
な
い
方

▼
謝
金
＝
あ
り
（
金
額
未
定
）

▼
応
募
期
限
＝
2
月
28
日
㈬
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
ま
た
は

　

メ
ー
ル
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
簡
単

　

な
応
募
動
機
を
記
入
）

　
　
　

茨
城
農
政
事
務
所
消
費
生
活

　

課
消
費
経
済
係

〒
３
１
０
‐
０
０
６
１

　

水
戸
市
北
見
町
１
‐
９

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
２
１
８
５

m
onitor_shousei@

kanto.m
aff.

go.jp

架空請求にご注意ください。覚えのない請求はがきや手紙を受け取ったら消費生活センターにご相談を。

　

ま
で
の
方
（
平
成
19
年
４
月
１
日

　

現
在
）

▼
雇
用
期
間
＝
①
〜
④
と
も
平
成
19

　

年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31

　

日　

※
更
新
可

▼
時
給
（
通
勤
手
当
有
）

①
１
０
９
０
円

②
、
③
日
額
６
５
０
０
円

④
日
額
1
万
円

　
　
　

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
2
１
０
０

■
幼
稚
園

▼
募
集
職
種

①
担
任
教
諭

②
補
助
教
諭

※
資
格
取
得
者
ま
た
は
資
格
取
得
見

　

込
者

▼
勤
務
内
容

①
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
園
児
の
保
育

　

に
あ
た
る

②
ク
ラ
ス
担
任
の
補
助
と
し
て
園
児

　

の
保
育
に
あ
た
る

▼
募
集
人
員
＝
①
、
②
と
も
若
干
名

▼
受
験
資
格
＝
①
、
②
と
も
満
50
歳

　

以
下
の
方
（
平
成
19
年
４
月
１
日

　

現
在
）

▼
雇
用
期
間
＝
①
、
②
と
も
平
成
19

　

年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31

　

日　

※
更
新
可

▼
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

※
時
間
外
勤
務
・
休
日
出
勤
な
ど
も

　

あ
り

▼
時
給
＝
①
、②
と
も
８
９
０
円（
通

　

勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
０
１
）

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
職
種
＝
調
理
員

▼
勤
務
内
容
＝
給
食
調
理
、
給
食
調

　

理
用
下
処
理
作
業
お
よ
び
食
器
具

　

類
の
洗
浄
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
３
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
〜
午
後
５

　

時
（
６
時
間
以
内
）

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
た
は
谷
和
原
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー

▼
受
験
資
格
＝
満
60
歳
ま
で
の
方

　
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

※
更
新
可

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
０
１
）

■
図
書
館

▼
募
集
職
種
＝
司
書
補
助
員
（
有
資

　

格
者
お
よ
び
見
込
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
司
書
補
助
（
図
書
の

　

貸
出
、
返
却
、
配
架
、
読
書
相
談

　

な
ど
）

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
６
時
15
分（
う
ち
７
時
間
勤
務
）、

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
52
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
出
生
者

※
土
・
日
曜
日
勤
務
可
能
な
方

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

※
更
新
可

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

図
書
館

☎
58
‐
３
７
１
０

■
学
校
用
務
員
等

▼
募
集
職
種
＝
用
務
員

▼
勤
務
内
容
＝
施
設
内
外
の
清
掃
お

　

よ
び
給
食
準
備
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
勤
務
時
間　

○
幼
稚
園
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
15
分
（
う
ち
５
〜
７
時
間
勤

　

務
）

○
小
・
中
学
校
＝
午
前
８
時
〜
午
後

　

４
時
（
う
ち
５
時
間
勤
務
）

▼
受
験
資
格
＝
満
55
歳
ま
で
の
方

　
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
勤
務
場
所
＝
幼
稚
園
ま
た
は
小
・

　

中
学
校

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

※
更
新
可

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
０
１
）

申
問

申
問

申
問
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情
報

お知らせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

問

「春を呼ぶ福寿草まつり」（２月３日㈯～ 18日㈰）　茨城県フラワーパーク　http://flowerpark.or.jp

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

▼
主
催
＝
市
伊
奈
体
育
協
会
ス
キ
ー

　

部
▼
期
日
＝
2
月
24
日
㈯
〜
25
日
㈰

▼
ス
キ
ー
場
＝
ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ

　

ン
ス
キ
ー
ボ
ー
ル
塩
原

▼
宿
泊
場
所
＝
奥
塩
原
温
泉　

ホ
テ

　

ル
八
汐

▼
費
用

・
中
学
生
以
上
＝
1
万
2
千
円

・
小
学
生
＝
1
万
円

※
リ
フ
ト
代
除
く
・
食
事
券
2
千
円

　

含
む

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
校
者（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
＝
20
人

▼
申
込
期
日
＝
1
月
25
日
㈭
〜

▼
申
込
方
法
＝
申
込
書
に
費
用
を
添

　

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
総
合

　

運
動
公
園
内
）

☎
58
‐
４
０
０
５

第
16
回
茨
城
が
ん
学
会

の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
1
月
28
日
㈰　

午
前
9
時

　

〜
午
後
6
時

▼
会
場
＝
茨
城
県
医
師
会
研
修
講
堂

　
（
水
戸
市
笠
原
町
４
８
９
）
ほ
か

▼
参
加
者
＝
県
医
師
会
会
員
、
県
内

　

の
病
院
な
ど
に
勤
務
す
る
医
師
な

　

ど
※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容
＝
一
般
演
題
発
表
、
が
ん
臨

　

床
研
究
発
表
、
看
護
師
の
た
め
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
基
調
講
演
、
パ
ネ

　

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

▼
参
加
費
＝
無
料

　

  

茨
城
が
ん
学
会
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防

　

課
内
）

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
２
４

申
問

募

集

し

ま

す

申
問

毎
日
通
学
で
き
な
い
方

で
も
学
べ
る
通
信
制

　

県
立
水
戸
南
高
等
学
校
通
信
制
課

程
（
単
位
制
）
の
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。
幅
広
い
年
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

▼
受
付
期
間

○
一
般
＝
3
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬

○
編
・
転
入
＝
2
月
16
日
㈮
〜
23
日

　

㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

　

〜
午
後
5
時

▼
応
募
資
格

○
一
般
＝
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に

　

準
ず
る
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成

　

19
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方

○
編
入
＝
高
校
に
在
籍
し
て
い
た
が
、 

　

現
在
退
学
し
て
い
て
、
18
単
位
以

　

上
を
修
得
し
て
い
る
方

○
転
入
＝
現
在
高
校
に
在
籍
し
て
い

　

て
、
18
単
位
以
上
修
得
す
る
見
込

　

み
が
あ
り
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

　

方
▼
応
募
方
法
＝
必
要
書
類
を
直
接
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

※
必
要
書
類
は
、
本
校
に
用
意
し
て

　

あ
り
ま
す
。

　
　
　

県
立
水
戸
南
高
等
学
校
通
信

　

制
職
員
室

☎
０
２
９
‐
２
４
７
‐
４
２
８
４

http://w
w
w
.m
itom

inam
i-h.ed.jp

手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の

作
品
展

　

市
内
の
小
中
学
校
少
人
数
学
級
や

養
護
学
級
で
学
ぶ
児
童
生
徒
た
ち
の

教
育
講
演
会

７
カ
国
語
で
話
そ
う

　

人
間
の
言
葉
に
つ
い
て
の
研
究
お

よ
び
教
育
実
践
や
国
際
交
流
を
通
じ

て
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
通

し
て
、
国
際
人
と
し
て
育
つ
た
め
の

望
ま
し
い
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

①
1
月
23
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

　

午
後
0
時
30
分

②
1
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

　

午
後
0
時
30
分

③
1
月
27
日
㈯　

午
後
2
時
〜
4
時

④
2
月
6
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

　

午
後
0
時
30
分

⑤
2
月
10
日
㈯　

午
後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
公
民
館（
①
、③
）、

　

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
世
代

　

ふ
れ
あ
い
の
館
（
②
）、
取
手
市

　

福
祉
会
館
（
④
、
⑤
）

▼
費
用
＝
無
料　

※
託
児
所
あ
り

▼
主
催
＝
言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
後
援
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
守
谷

　

市
、
取
手
市
、
常
総
市
お
よ
び
上

　

記
各
教
育
委
員
会

　

  

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
研

　

究
員　

河か
わ

辺べ

亜あ

希き

子こ

☎
57
‐
１
１
８
０

「
夜
回
り
先
生
」に
よ
る

講
演
会
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
2
月
11
日
㈰　

午
後
2
時

　

か
ら

▼
会
場
＝
常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
（
石
下
の
お
城
）

▼
内
容
＝
講
演
「
あ
し
た
笑
顔
に
な

　

あ
れ
」
水み
ず

谷た
に　

修
お
さ
む
氏
（「
夜
回
り
」

　

と
呼
ば
れ
る
深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　

行
い
な
が
ら
若
者
の
更
生
に
尽
力

　

さ
れ
て
い
ま
す
。）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
水
海
道
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

　

ブ
▼
後
援
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
つ
く

　

ば
み
ら
い
市
教
育
委
員
会
、
常
総

　

市
、
常
総
市
教
育
委
員
会

　

  

秋あ
き

田た　

☎
52
‐
４
６
８
３

問

問
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小
学
校
新
入
学
児
童
に

対
す
る
入
学
祝
品
贈
呈

　

㈳
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
に
入
学
祝

品
（
学
用
品
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

該
当
児
童
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ひ
と
り

親
家
庭
で
、
祝
品
を
希
望
す
る
保
護

者
の
方
は
、
在
住
す
る
市
の
福
祉
事

務
所
ま
た
は
町
村
役
場
の
児
童
福
祉

担
当
課
へ
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
性

別
、
保
護
者
名
、
住
所
を
2
月
15
日

㈭
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
６
３
）

　

  

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

お
知
ら
せ
し
ま
す

第
11
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
欲
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
４
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
常
陽
銀

　

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

第
46
回
定
例
ウ
ォ
ー
ク

つ
く
ば
歩
い
て
み
る
会

▼
日
時
＝
１
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

　

に
Ｔ
Ｘ
み
ら
い
平
駅
を
出
発

▼
内
容
＝
新
春
初
詣
「
板
橋
不
動
尊

　

へ
歩
こ
う
」（
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸
経
由
）
約
10
㎞

▼
持
参
す
る
物
＝
弁
当
、
飲
み
物

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

　

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

　

会　

佐さ

藤と
う

☎
０
２
９
‐
８
４
７
‐
６
９
５
８

自
殺
防
止
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
2
月
3
日
㈯　

午
後
2
時

　

〜
4
時

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

申
問

女
性
の
た
め
の
生
き
方
・

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、
女
性
の
方
を
対
象
に
生

き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
県
内
5
か
所
で
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
参
加
無
料
）

●
第
1
回
（
定
員
１
０
０
人
）

▼
日
時
＝
2
月
3
日
㈯　

午
後
1
時

　

30
分
〜
3
時

▼
場
所
＝
三
の
丸
ホ
テ
ル
（
水
戸
市

　

三
の
丸
）

▼
講
演
＝「
自
分
ら
し
く
生
き
る
！
」

　

石い
し

川か
わ

牧ま
き

子こ

氏
（
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ

　

ウ
ン
ス
カ
レ
ッ
ジ
学
長
）

●
第
5
回
（
定
員
50
人
）

▼
日
時
＝
2
月
17
日
㈯　

午
後
1
時

　

30
分
〜
3
時

▼
場
所
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ

　

く
ば
市
竹
園
）

▼
講
演
＝
「
仕
事
探
し
の
ヒ
ン
ト
と

　

面
接
の
ポ
イ
ン
ト
」
岡お
か

本も
と

武た
け

史し

氏

　
（
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

☆
各
回
と
も
希
望
者
を
対
象
に
、ジ
ョ 

　

ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
に
よ
る
キ
ャ

　

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま

　

す
。

　
　
　

県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
７
８

問

申
問

「
や
わ
ら
ぎ
句
会
」の

お
知
ら
せ

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
、
初
心
者

の
方
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
が
あ
り

ま
す
。（
自
作
の
句
を
持
参
し
た
方
に

は
、
講
師
に
よ
る
添
削
指
導
あ
り
）

▼
日
時
＝
３
月
17
日
㈯　

午
後
1
時

　

30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

作
品
を
、
一
堂
に
集
め
て
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
2
月
3
㈯
日
〜
9
日
㈮

▼
時
間

・
土
曜
＝
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

・
日
曜
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
７

　

時
15
分

・
月
曜
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　

時
15
分

・
火
〜
金
曜
＝
午
前
8
月
30
分
〜
午

　

後
9
時
（
最
終
日
は
午
後
2
時
ま

　

で
）

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
絵
画
、
習
字
、
手
芸
、
工

　

作
な
ど

　

  

市
特
別
支
援
教
育
研
究
部
長

　

沼ぬ
ま

尻じ
り

（
小
張
小
学
校
教
頭
）

☎
58
‐
０
０
０
３

▼
参
加
費
＝
千
円

▼
講
師
＝
栗く
り

田た

幸こ
う

一い
ち

先
生
（
谷
和
原

　

公
民
館
平
成
18
年
度
講
座
「
入
門

　

俳
句
」
講
師
）

▼
申
込
期
限
＝
3
月
10
日
㈯

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　

を
記
入
）
※
当
日
参
加
も
可

　
　
　

中な
か

島じ
ま

正ま
さ

志し

☎
・
℻
　

52
‐
５
５
９
２

▼
内
容
＝
講
演
「
社
会
的
ひ
き
こ
も

　

り 

― 

終
わ
ら
な
い
思
春
期 

―
」

　

斉さ
い

藤と
う

環
た
ま
き

氏
（
精
神
科
医
）

▼
会
場
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
エ

　

ポ
カ
ル
つ
く
ば
）

▼
定
員
＝
３
２
０
人

▼
入
場
料
＝
無
料

　
　
　

茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
９
‐
８
５
２
‐
８
５
０
５

問

申問

申
問

問

特別企画「新収資料の公開」開催中（２月12日㈪まで）　国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市城内町117）
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情
報

お知らせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

つ
く
ば
み
ら
い
市
競
争

入
札
参
加
願
受
付

　

平
成
19
・
20
年
度
に
お
い
て
、
市

が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
業
務
委
託

お
よ
び
物
品
納
入
な
ど
の
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
方
の
「
入
札
参

加
願
い
」
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
2
月
1
日
㈭
〜
28
日

　

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
２
階
財
政

　

課
▼
提
出
書
類
＝
全
国
統
一
様
式
（
国

　

土
交
通
省
の
様
式
で
も
可
）

※
添
付
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

▼
フ
ォ
ル
ダ
の
色

①
建
設
工
事
関
係
＝
赤
色

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関

　

係
＝
青
色

③
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
関
係
＝

　

黄
色

▼
申
請
方
法
＝
直
接
持
参

　
　
　

伊
奈
庁
舎
財
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
1
２
３
１
）

申
問

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

競
争
入
札
参
加
願
受
付

　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
が
発

注
す
る
工
事
の
請
負
、
設
計
、
測
量

な
ど
の
業
務
委
託
、
物
品
・
役
務
の

提
供
、
そ
の
他
の
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
事
業
所
ま
た
は
個
人

は
、
次
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

・
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
一
式 

　
（
詳
し
い
内
容
は
、
提
出
要
領
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

・
電
算
入
力
用
紙
（
取
手
地
方
広
域

　

下
水
道
組
合
指
定
様
式
）

※
申
請
書
、
提
出
要
領
、
電
算
入
力

　

用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
時
＝
2
月
1
日
㈭
〜
28
日

　

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
と
16
日
㈮
を

　

除
く
）　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

　

30
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
受
付
場
所
＝
取
手
地
方
広
域
下
水

　

道
組
合
３
階
会
議
室

　
　
　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

　

総
務
課

☎
０
２
９
７
‐
74
‐
４
１
２
５

http://business4.plala.or.jp/
t-gesui/

申
問

農
業
用
暗
き
ょ
排
水

設
置
資
材
費
補
助

▼
補
助
対
象

・
生
産
調
整
１
０
０
％
達
成
農
家

・
申
請
は
年
に
一
度
限
り

・
補
助
対
象
と
な
る
施
工
場
所
に
つ

　

い
て
は
、
生
産
調
整
対
象
圃
場
に

　

限
り
ま
す
。

▼
補
助
基
準
＝
農
業
用
暗
き
ょ
の
施

　

工
お
よ
び
補
助
基
準
は
、
30
ア
ー

　

ル
当
た
り
お
お
む
ね
４
０
０
ｍ
の

　

範
囲
内
と
し
ま
す
。

▼
補
助
額
＝
消
費
税
を
除
く
資
材
費

　

分
（
上
限
8
万
8
千
円
）

▼
申
請
方
法
＝
谷
和
原
庁
舎
農
政
課

　

備
え
付
け
の
書
類
を
提
出

▼
申
請
期
限
＝
3
月
16
日
㈮

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
５
０
〜
８
１
５
４
）

申
問

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　

２
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
2
月
13
日
㈫
〜
14
日

　

㈬

　

3
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
3
月
1
日
㈭
〜
6
日

　

㈫

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務

　

局
☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

問生
産
緑
地
地
区
の
決
定

案
に
つ
い
て

　

生
産
緑
地
法
（
昭
和
49
年
6
月
1

日
法
律
第
68
号
）の
規
定
に
基
づ
く
、

生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
決
定
案

の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

▼
都
市
計
画
の
種
類
＝
伊
奈
都
市
計

　

画
お
よ
び
水
海
道
都
市
計
画
生
産

　

緑
地
地
区
の
決
定

▼
都
市
計
画
を
決
定
す
る
区
域

●
伊
奈
都
市
計
画
区
域

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
伊
奈
東
字
伊
奈

　

東
の
一
部

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
谷
井
田
字
北
耕

　

地
、
字
南
耕
地
お
よ
び
字
内
郷
の

　

各
一
部

●
水
海
道
都
市
計
画
区
域

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
筒
戸
字
諏
訪
の

　

一
部

▼
縦
覧
の
場
所
＝
谷
和
原
庁
舎
都
市

　

計
画
課

▼
縦
覧
の
期
間
＝
2
月
1
日
㈭
〜
15

　

日
㈭

  　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
１
）

問交
通
遺
児
な
ど
へ
の
無
利

子
貸
付
・
介
護
料
支
給

①
無
利
子
貸
付

▼
対
象
＝
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死

　

亡
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

　

残
っ
た
方
の
子
ど
も
（
0
歳
〜
中

　

学
3
年
生
）

▼
貸
付
金
額
＝
子
ど
も
１
人
に
つ
き

・
一
時
金
（
初
回
の
み
）
15
万
5
千

　

円
・
月
額
２
万
円

・
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
支
度
金
4

　

万
4
千
円

次号の広報つくばみらい２月号は、２月15日㈭の発行です。※広報つくばみらいは毎月第３木曜日発行です。
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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

▼
返
還
方
法
＝
中
学
卒
業
後
20
年
間

　

で
均
等
返
済
（
高
校
・
大
学
進
学

　

者
は
、
卒
業
ま
で
返
還
を
猶
予
し

　

ま
す
。）

②
介
護
料
支
給

▼
対
象
＝
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重

　

度
の
後
遺
障
害
が
あ
り
、
常
時
ま

　

た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

▼
支
給
金
額
＝
後
遺
障
害
等
級
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

　

対
策
機
構
茨
城
支
所

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
０
５
９
１

申
問

１
１
０
番
地
域
を
守
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

１
１
０
番
は
、
地
域
の
安
全
を
確

保
す
る
警
察
へ
の
緊
急
通
報
の
手
段

で
す
。
移
動
電
話
か
ら
の
１
１
０
番

通
報
は
、全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
、

そ
の
構
成
比
は
過
去
10
年
間
で
約
2.8

倍
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
と
き

は
、

○
通
話
中
は
で
き
る
だ
け
場
所
を
移

　

動
し
な
い

○
通
話
終
了
後
に
電
源
を
切
ら
な
い

○
高
速
道
路
の
場
合
は
、
上
下
線
の

　

別
、
キ
ロ
ポ
ス
ト
の
位
置
を
確
認

　

す
る

○
運
転
中
の
使
用
は
し
な
い

○
電
柱
番
号
や
自
動
販
売
機
の
住
所

　

表
示
な
ど
を
活
用
す
る

再
就
職
の
準
備
を
応
援

し
ま
す

　
「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た

ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い
！
」
と
い

電
話
で
の
年
金
の
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ

▼
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午

　

後
5
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１イ

１イ

６ロ
ウ

５ゴ

●
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金
相

　

談
☎
０
５
７
０
‐
07
‐
１イ

１イ

６ロ
ウ

５ゴ

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」

　

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
付

　

け
た
り
し
て
間
違
い
電
話
に
な
っ

　

て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

　

す
。
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

件　　名 時間額
茨 城 県 最 低 賃 金 655円

産
業
別
最
低
賃
金

鉄 鋼 業 758円
一般機械器具製造業 747円
電 気 機 械 器 具、
情報通信機械器具、
電子部品・デバイス、
精密機械器具製造業

742円

各 種 商 品 小 売 業 718円

な
ど
に
注
意
し
、
警
察
官
の
質
問
に

あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
は
っ
き
り
と

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防

止
、
そ
の
他
み
な
さ
ん
の
安
全
と
平

穏
に
関
す
る
相
談
で
、
緊
急
で
な
い

電
話
は
、
＃
９
１
１
０
へ
お
か
け
く

だ
さ
い
。

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
警
察
相
談
」

＃
９
１
１
０

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

  

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　

室
☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

茨
城
県
最
低
賃
金
の

改
定
に
つ
い
て

う
皆
様
に
対
し
、
再
就
職
の
準
備
を

応
援
し
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
。

▼
対
象
＝
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
た

　

は
介
護
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、

　

将
来
再
就
職
を
希
望
す
る
方

※
た
だ
し
、
退
職
前
に
雇
用
保
険
被

　

保
険
者
で
あ
っ
た
方

▼
内
容
＝
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

　

加
、
情
報
誌
の
提
供
、
個
別
相
談

　

な
ど

　

  

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務

　

所
☎
０
２
９
‐
２
０
６
‐
２
４
１
３

http://w
w
w
.2020net.jp

問

問
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つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　 ２月６日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           13日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
           15日㈭　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           20日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           27日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　２月２日㈮、９日㈮、16日㈮、
　　　　　　23日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　２月13日㈫、27日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　２月26日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

２月４日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
11日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
12日㈪ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
18日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
25日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

☆茨城県救急医療情報システム
　☎ 029‐241 ‐4199（24時間対応）
　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/

くみとり（２月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 木 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波
２ 金 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波
３ 土 － －
４ 日 －
５ 月 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
６ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
７ 水 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田
８ 木 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡
９ 金 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
10 土 － －
11 日 － －
12 月 － －
13 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
14 水 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
15 木 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
16 金 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
17 土 － －
18 日 － －
19 月 板橋、上街道 長渡呂、長渡呂新田、青木
20 火 板橋、上街道 青古新田、豊体
21 水 板橋、上街道 －
22 木 板橋 －
23 金 板橋 －
24 土 － －
25 日 － －
26 月 南太田 －
27 火 南太田 －
28 水 南太田 －

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。
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水道漏水修理当番（２月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 木 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619

２ 金 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
３ 土 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
４ 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
５ 月 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱豊島産業 52 - 3335
６ 火 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲福新設備工業 52 - 5011
７ 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
８ 木 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲片見設備工業 52 - 5804
９ 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常陸管工 52 - 5579
10 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
11 日 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷口設備工業 52 - 2619
12 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
13 火 ㈱秋田興業 58 - 7241 常総土木工業㈱ 52 - 5357
14 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
15 木 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
16 金 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
17 土 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲川口商事 52 - 3286
18 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
19 月 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
20 火 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 2298
21 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
22 木 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常磐興業㈱ 52 - 2203
23 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常総土木工業㈱ 52 - 5357
24 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
25 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈱豊島産業 52 - 3335
26 月 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲福新設備工業 52 - 5011
27 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
28 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804

ごみカレンダー（２月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

14日㈬ 15日㈭ １日㈭ ８日㈭ 21日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 21日㈬ 26日㈪ ５日㈪ 19日㈪ 14日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

７日㈬ 16日㈮ ２日㈮ ９日㈮ 28日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 28日㈬ 20日㈫ ６日㈫ 13日㈫ ７日㈬ －

小 絹

５日㈪
13日㈫
19日㈪
26日㈪

毎週火・金曜日

14日㈬
毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
１日㈭
８日㈭
15日㈭
22日㈭

１日㈭

15日㈭

８日㈭

22日㈭

毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
１日㈭
８日㈭
15日㈭
22日㈭

21日㈬

※絹の台 28日㈬

谷 原 28日㈬ 21日㈬

十 和 21日㈬ 28日㈬

福 岡 ７日㈬ 28日㈬

☆12日㈪は、いずれの回収もありませんのでご注意ください！

２月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ４ 期
介 護 保 険 料　　　第 ６ 期
保 育 料　　　２ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　２ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　２ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　福岡・谷原
下水道受益者負担　　　第 ４ 期
下 水 道 使 用 料　　　谷原・小張
農集排（伊　奈）　　　２ 月 分
コミプラ（伊　奈）　　　２ 月 分
住 宅 使 用 料　　　２ 月 分
地　代（伊　奈）　　　２ 月 分

☆納期限は２月28日㈬です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納
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問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

２月保健カレンダー

１ 木

移動健康相談　午前９時30分～
　場所：小絹コミュニティセンター
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

２ 金
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

３ 土

マタニティ教室（予約制）　午前10時～
　場所：伊奈保健センター
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午後１時30分～

４ 日
５ 月

６ 火
３歳児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午前９時30分～

７ 水

離乳食教室（予約制）　午前10時～、11時～
　場所：谷和原保健福祉センター
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

８ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

９ 金
１歳６か月児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

10 土
11 日 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
12 月
13 火

14 水 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

15 木
３歳児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

16 金
１歳６か月児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

17 土 婦人科検診（予約制）　午後０時～
　場所：伊奈保健センター

18 日

19 月

育児相談（予約制）　午前９時～
　場所：伊奈保健センター
ひよこ広場　午前10時～
　場所：伊奈保健センター

20 火

21 水

骨粗しょう症検診（予約制）①午前９時30分～
　　　　　　　　　　　　　 ②午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
マタニティ教室（予約制）　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター

22 木 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

23 金
ポリオ予防接種　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

24 土
婦人科検診（予約制）　午後０時～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午後６時30分～

25 日

26 月 ２歳児歯科検診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター

27 火

健康相談（予約制）　午前９時～
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

28 水

骨粗しょう症検診（予約制）①午前９時30分～
　　　　　　　　　　　　　 ②午後１時30分～
　場所：①谷和原保健福祉センター、
　　　　②小絹コミュニティセンター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分（１月22日㈪～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも15人（予約制）

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一
　部を午後７時まで延長してい
　ます。（25ページ参照）

休載のお知らせ
今月は、「エキストラの会だ
より」はお休みします。
　エキストラの会についてのお
問い合わせは、市谷和原庁舎商
工観光課まで。
☎ 58 - 2111（内線8142）

掲示板に書き込みを
　市のホームページに、

「市民交流掲示板」を設置して
います。意見・情報の交換にど
うぞご利用ください。利用の際
は、ルールを必ず守ってくださ
い。

ホームページリニューアル
　市のホームページが全面リ
ニューアルしました。追加され
た情報も多くありますので、ぜ
ひご覧ください。
http://www.city.

tsukubamirai.lg.jp
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市内を歴史ある鉄道が走る･･･
　　　　　　～  関東鉄道常総線　小絹駅  ～  

　関東鉄道常総線は、取手駅から下館駅まで約51㎞を結

ぶ鉄道で、鬼怒川にほぼ平行して走っています。なんと

1913年（大正２年、当時の名称は「常総鉄道」）から90

年以上もの長い年月を経て運行されているという、たい

へん歴史のある鉄道です。

　常総線は、非電化の気動車で運行しており、取手駅

～水海道駅間は複線ですが、水海道駅～下館駅は単線と

なっています。市内には「小絹駅」が設置され、小絹駅

では、１日平均1,500人が通勤や通学の足として常総線

を利用しています。

　最近では、つくばエクスプレスの開業にあわせて快速

が運行されるなど、利便性が向上し、ＴＸへの乗り換え

に利用する方も多くなっています。

　一方、水海道駅以北は無人駅もあり、趣のあるロー

カル線の雰囲気が漂っています。常総線に揺られて、の

んびりした列車の旅を楽しむのもまた良いのではないで

しょうか。

　アクセス 

伊奈庁舎から
　　　　車で15分
谷和原庁舎から
　　　　車で５分

▲小絹駅の線路から下館方面を望む。

常総線の車両は、「気動車」。
電気ではなく、燃料（軽油）で走ります。

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

小絹駅

市役所
　　谷和原庁舎

カスミ

ＪＡ小絹ホール

至 野田方面

絹の台

至 ＴＸみらい平駅方面

国道 294 号線

小貝川

至 

常
総
市
方
面

至 

守
谷
市
方
面


